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令和２年８月羽島市教育委員会定例会会議録 

 

○日  時 令和２年８月２７日（木曜日）午後１時２５分～午後３時２０分 

 

○場  所 羽島市教育センター２階 研修室 

 

○議事日程 

日程第 １        会議録署名委員の指名 

日程第 ２  報第１５号 羽島市教育委員会の後援等承認の報告について 

日程第 ３  承第１１号 臨時代理の報告並びにその承認について 

（臨時代理第１１号羽島市議会提出議案（令和２年度羽島

市一般会計補正予算（第７号）に同意することについて）） 

日程第 ４  議第４３号 令和２年度羽島市教育委員会点検・評価報告書（令和元

年度実績）について 

日程第 ５※報第１６号 令和２年度要保護・準要保護児童の追加認定の報告につ

いて 

日程第 ６※ 議第４１号 羽島市議会提出議案（令和２年度羽島市一般会計補正予

算（第８号））に同意することについて 

日程第 ７※ 議第４２号 羽島市議会提出議案（令和元年度羽島市一般会計決算の

認定（教育委員会関係分））に同意することについて 

日程第 ８         その他 

             １ 各課の事業進捗状況 

  ※は、秘密会で審議を行った。 

○出席者          

教 育 長        森   嘉 長 

教 育 委 員        今井田 眞千子 

教 育 委 員        黒 田   淳 

教 育 委 員        今 枝   甫 

教 育 委 員        春 日 民 奈 

 

○説明のために出席した者 

     事 務 局 長         不 破 康 彦 

教育総務課長          小 川 隆 正 

     学校教育課長        山 田 健 司 

     生涯学習課長          酒 井   茂 

     スポーツ推進課長      箕 浦 勝 博 

          図 書 館 長                 安 田 圭 祐 

北部学校給食センター所長  豊  田 崇  宏 

     兼南部学校給食センター所長 
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【午後１時２５分 開会】 

△開会 

◎教育長 皆様、今日は。 

  学校は今週の月曜日、８月２４日から始まっております。例年に比べ、１０日

ほど短い夏休みでした。期間中、新型コロナウイルス感染症の影響下、お盆の帰

省や遠方への外出なども自粛することと相まって、事故の報告や家出などの生徒

指導上の報告がほとんどなく、子どもたちは落ち着いて生活できていたようです。 

授業日は４日が過ぎましたが、感染症予防と熱中症の防止、また、マスコミ報

道にもありますように、夏休み明けは１年で、児童生徒が精神的に大変不安定に

なる傾向があることから、引き続き、個別に子どもたちに寄り添うよう、学校の

先生方にお願いしています。 

また、各委員さんに個別に連絡させていただきましたように、夏休み中に市内

の小学生の子どもさんが一人、新型コロナウイルス感染症に罹患しましたが、初

日から元気に登校して見えるとの報告を受けております。 

例年、９月は、運動会や体育祭などの行事があり、子ども達も仲間との一体感

や活動をやり切ったという達成感を味わうことのできる月でもあります。本年度

は、教科の学習や総合的な学習の時間、そして特別活動などにおいて、時間や活

動の仕方に制限はありますが、子どもたちが充実感を味わえるよう、各学校にお

いては教育課程の工夫が求められています。 

また、コミュニティ・スクールにかかわって、本日午前中、オンライン会議に

よる推進協議会を開催いたしました。市内関係者の方々に加え、長野県塩尻市教

育委員会の地域連携コーディネーター８名の方々にも参加いただきましたが、学

校運営協議会による各学校・各校区の取組を協議いただき、今後、コロナ禍では

ありますが、活動の活性化・工夫に取り組んでいただきます。 

これは、羽島市のプロモーションポスターです。市内の公共施設や店舗、駅な

どで掲示されますが、デザイン・標語ともいずれも市内の生徒さんの手によるも

のです。「つながる羽島 ひろがる魅力」の標語にある「繋がる」こそが、まず

は、地域における教育の第一のミッションであると思います。 

それでは、議事に入ります。 

 

◎教育長 本日は、教育長ならびに４名の委員の方が出席しており、会議は成立い

たします。 

本日の議題は、報告案件が２件、承認案件が１件、議案が２件となっています。 

   日程第５は個人情報のため、日程第６及び日程第７については羽島市議会に提

出前の案件のため、秘密会で行いたいと思いますがよろしいですか。 

 

（「異議なし」との声あり。） 
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◎教育長 それでは、日程第５から日程第７までについては、地方教育行政の組

織及び運営に関する法律 第１４条第７項の規定に基づき秘密会で行いますの

で、よろしくお願いいたします。 

 

△日程第１ 会議録署名委員の指名 

◎教育長 日程第１ 会議録署名委員の指名を行います。本日の会議録署名委員は、

今井田委員さんにお願いいたします。 

 

△日程第２ 報第１５号 羽島市教育委員会の後援等承認の報告について 

◎教育長 次に、日程第２ 報第１５号 羽島市教育委員会の後援等承認の報告に

ついてを議題といたします。順に説明願います。 

 

◎生涯学習課長 以下の後援事業の申請者、目的、事業開催内容等を説明報告する。 

（スコーレ家庭教育セミナー） 

（スコーレ家庭教育講座） 

 

◎教育長 この議案は、報告案件なので議事を進めます。 

 

△日程第３ 承第１１号 臨時代理の報告並びにその承認について（臨時代理第

１１号羽島市議会提出議案（令和２年度羽島市一般会

計補正予算（第７号）に同意することについて ）） 

 

◎教育長 次に、承第１１号 臨時代理の報告並びにその承認について（臨時代

理第１１号羽島市議会提出議案（令和２年度羽島市一般会計補正予算（第７

号）に同意することについて ））を議題といたします。事務局から説明を願い

ます。 

   

◎教育総務課長 では、歳入からご説明させていただきます。 

  １８款２項１目 基金繰入金につきましては、2,409万 6千円を増額するもの

で、財政調整基金から繰入するものでございます。 

続きまして、歳出をご説明させていただきます。 

  ９款２項１目 学校管理費、同款３項１目 学校管理費、同款４項１目 学

校管理費につきましては、それぞれ 1,089万 3千円、672万 4千円、209万 7千

円を増額するもので、市内の各小・中学校及び義務教育学校において、感染症

拡大防止対策として、手洗いレバー、空気清浄機等の整備及び消毒液、非接触

型体温計等を購入するものでございます。 

次に、同款２項２目 教育振興費、同款４項２目 教育振興費につきまして

は、それぞれ 127万 2千円、8万 8千円を増額するもので、市内の各小学校及び

義務教育学校において、教員用のデジタル教科書を配備し、GIGAスクール構想
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の更なる推進をはかるものでございます。 

次に、同款５項１目 西部幼稚園費につきましては、63万 9千円を増額する

もので、西部幼稚園における感染症拡大防止対策として、テント、ミスト発生

器、パネル等を整備するものでございます。 

次に、同款７項１目 保健体育総務費につきましては、50万 3千円を増額す

るもので、屋内運動場等の学校体育施設の開放における感染症拡大防止のため、

消毒液を購入するものでございます。 

次に、同項４目 教育保健費につきましては、188万円を増額するもので、学

校での定期健康診断における感染症拡大防止のため、消毒液、マスク、フェイス

シールド等を購入するものでございます。 

  以上が、承第１１号の説明でございます。 

    

◎教育長 ご意見等ございますか。 

 

【意見なし】 

 

◎教育長 それでは、承第１１号について、原案のとおり承認することにご異議

ありませんか。 

 

 （「異議なし」との声あり。） 

 

◎教育長 ご異議なしと認め、承第１１号は原案のとおり承認することといたし

ます。 

 

△日程第４ 議第４３号 令和２年度羽島市教育委員会点検・評価報告書（令和

元年度実績）について 

◎教育長 次に、議第４３号 令和２年度羽島市教育委員会点検・評価報告書（令

和元年度実績）についてを議題といたします。事務局から説明を願います。 

   

◎教育総務課長 それでは、議第４３号 令和２年度 羽島市教育委員会点検・評

価報告書（令和元年度実績）について、ご説明申し上げます。 

 「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第２６条の規定により、効率的な

教育行政に資すること、また、市民への説明責任を果たしていくため、教育委員

会は、毎年、その権限に属する事務の管理 及び 執行の状況について点検及び評

価を行い、その結果に関する報告書を作成するとともに、これを議会に提出し、

公表することが義務付けられております。 

 そのため、羽島市教育委員会は、教育行政の実施機関として、令和元年度実施

事業の管理 及び 執行の状況について点検及び評価を、教育委員会の自己評価で

行ったところであり、本日、議案としてお諮りするものであります。 
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  羽島市教育委員会の方針と重点で、施策の基本方向 １『子どもたちに「生き

る力」を確実に育む施策を推進する』の中には、記載されている３つの重点目標

がございます。 

  また、施策の基本方向 ２として、『市民一人一人が生涯にわたり充実した学び

ができる施策を推進する』の中には、記載されている３つの重点目標があり、計 

６つの重点目標がございます。 

  その重点目標の中に、２４の重点施策を掲げ、更に重点施策の中の１５８項目

それぞれについて点検・評価を行っております。 

 評価方法は、Ａ～Ｄまでの４段階評価で、Ａが十分達成、Ｂが概ね達成、Ｃが

ある程度達成、Ｄは達成できなかった、となっております。それぞれに、評価欄

の下に『評価した理由』を記載しております。 

 次に、重点目標に対する評価の概要について、Ａ～Ｄまでの評価個数 及びその

割合を示しておりますので、よろしくお願いいたします。 

 重点目標１「安全で安心して学ぶことができる学校づくり」では、３つの重点

施策があり、 

  点検・評価項目が計１８項目ございますが、評価の概要は、Ａが６項目の３３．

３％、Ｂが１０項目の５５．６％、Ｃが２項目の１１．１％でございます。 

 重点目標２の「生きる力を確実に育む学校づくり」では、７つの重点施策があ

り、点検・評価項目が７２項目ありますが、評価の概要は、Ａが２８項目、３８．

９％、Ｂが４４項目、６１．１％でございます。 

  前年より１項目減少しているのは、重点施策２－２、（１）、⑥の「はしま児童

会生徒会サミット」中止の為となります。 

  重点目標３の「豊かな心を育む家庭・地域社会の教育力の向上」では、４つの

重点施策があり、 

  点検・評価項目が２１項目で、評価の概要は、Ａが２項目、９．５％、Ｂが１

９項目、９０．５％でございます。 

 重点目標４「誰もが心豊かに生きることのできる生涯学習の推進」では、３つ

の重点施策があり、点検・評価項目が１１項目で、評価の概要は、Ａが２項目で

１８．２％、Ｂが９項目で８１．８％でございます。 

 重点目標５の「芸術・文化活動の振興及び活用を通し、誰もが誇りを持って語

れる「ふるさと羽島」の実現」では、２つの重点施策があり、点検評価項目が１

４項目で、評価の概要は、Ａが２項目、１４．３％、Ｂが１０項目、７１．４％

で、Ｃが２項目、１４．３％でございます。 

 重点目標６の「誰もが健康で活力ある生活を送ることのできる生涯スポーツ社

会の実現」では、５つの重点施策があり、点検・評価項目が２２項目ございます

が、評価の概要は、Ａが２項目、９．１％、Ｂが１６項目、７２．７％、Ｃが４

項目、１８．２％でございます。 

  全体の評価結果については、先程も申し上げましたように１５８の点検・評価

項目のうち、Ａ評価は４２、Ｂ評価は１０８、Ｃ評価は８となっております。 
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  再評価の結果、前年度に比べ評価が下がったものが４項目、上がったものが７

項目でございます。 

  報告書には、８月５日に開催されました社会教育推進審議会における、各委員

からいただきました意見等を記載させていただいております。 

なお、この点検・評価報告書につきましては、本日、ご審議により可決をいた

だければ、議会に提出するとともに、市ＨＰにて市民の皆様に公表いたしますの

で、よろしくお願いします。 

 以上、簡単ではありますが、羽島市教育委員会点検・評価報告書についての説

明とさせていただきます。 

  よろしくお願いいたします。 

    

◎教育長 ご意見等ございますか。 

 

◎今井田委員 朝食の欠食率が、Ｃ評価からＢ評価に上がりましたが、まだ不十分

だと思います。 

親の責任とも思いますが、無理に食べさせず、食べれるものだけでも食べさせ

る工夫が必要なのでは。 

 

◎今枝委員 芸術・文化活動について、年々改善されていますが、根本的に改善す

るのはとても難しいと思います。 

  今年２月末以降ほとんどの活動がなく、今後も１２月まで一切ない。活動して

もしゃべれない。来年のこの評価も厳しいものになることが予想されます。 

  地域の活動も縮減し、教育委員会だけでなく市としてどのようにすべきか考え

る必要があります。 

  少し前まで豊かな老後をと言っていたが、そんな余裕も無くなった。 

  中津川市のように子どもが少なくなっている村でも伝統芸能が引き継がれて

いる所もあります。 

  その子供たちが大人になって継承して、大変だけれど途切れてしまうと終わっ

てしまう。 

  少子化と高齢化が来るのは間違いないので、あり方を考える必要があります。 

  街づくりもやってきたけど、今年全部なくなってしまって、このまま役員が変

わったら、引き継いでいけるのか、ちょっと心配です。 

 

◎生涯学習課長 伝統文化については、１０月からのタウンミーティングでも話を

させていただく予定で、委員さんが言われたような課題も出していきたいと思っ

ていますので、またそこで意見を頂きながら進めていきたいと思っています。 

 

◎教育長 このような状況の中で、どのように人と関わっていけるのかという問題

ですが、中には屋外でのコミュニティ・スクールの活動を進めている学校・校区
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が、少なからずあります。 

できるところからやっていくことが必要だと思います。 

 

◎今井田委員 これまで、活動を増やすことばかり考えていたので、見直すいい機

会なのでは。 

 

◎スポーツ推進課長 地域振興会がやっているような行事は、もろもろ中止になっ

ていますが、今後、行事の見直しを検討する地域もあるようです。 

  原点に立ち返り、なぜその行事を行っているのか考える一つのきっかけだと思

います。 

 

◎教育長 他に、ご意見等ございますか。 

 

【意見なし】 

 

◎教育長 それでは、議第４３号について、原案のとおり可決することにご異議あ

りませんか。 

 

 （「異議なし」との声あり。） 

 

◎教育長 ご異議なしと認め、議第４３号は原案のとおり可決することといたしま

す。 

 

△日程第５ ～ 日程第７ 

 秘密会で実施     

 

△日程第８ その他  各課の事業進捗状況について 

◎教育長 次に、日程第８ 各課の事業進捗状況についてを議題といたします。事

務局より順次説明を願います。 

 

◎教育総務課長 先ほど補正予算を用いて、中学校・義務教育学校の特別教室に

空調機器を整備する説明をしましたが、小学校の特別教室には、予備費を用い

て気化式冷風機を今年度導入する予定です。 

教育総務課からは、以上でございます。 

 

◎学校教育課長 学校教育課から報告させていただきます。 

いじめについては、小学生で４件・中学生で２件の報告がありました。 

７月に、７日以上欠席した児童生徒数は、小学校（前期課程）で１８人、中学校

（後期課程）で３９人でした。前年同月比でともに増加しています。要因として
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は、分散登校時に頑張っていた児童生徒の息切れ、猛暑、夏季休業日の短縮等が

考えられます。 

４月から７月末までに不登校により、３０日以上欠席した児童生徒数は、昨年

度より減少していますが、授業日数の減によるものと考えられます。要因として、

子ども同士や教師とのトラブルが挙げられますが、家庭環境等によるケースもあ

ります。 

この期間中の交通事故は１件、学校事故は１件ありました。 

修学旅行の実施については、該当の保護者に意向調査を行い、役員会を開き決

定します。小学校は日帰り、中学校は１泊２日もしくは日帰りで行う予定です。 

 

◎黒田委員 学校によって修学旅行の対応が異なる場合があるということですか。 

 

◎学校教育課長 各学校で、時期や行き先、参加人数も異なりますので、各学校の

関係者の意見を反映して決定されます。 

 

◎生涯学習課長 当初計画していた行事は、年内については、すべて中止になりま

した。来月の予定としては、子ども会の必要な会議のみとなっています。 

  イタセンパラについては、９月に４箇所入れてもらえる予定となっています。 

  新たに中島小学校についても導入する予定ですが、延期となっている県の文化

財審議会で承認され次第、入れてもらえる予定です。 

 

◎図書館長 ８月の入館者は、平日平均で１日当たり３４５人、休日平均で４２１

人で、平日については回復傾向です。 

  感染症対策として、除菌ボックスを９月末以降に導入の予定で、Ｂ５版以下の

本であれば、１度に６冊、４５秒で雑菌できるようになります。 

 

◎給食センター所長 ８月２５日から通常の給食の提供を行っており、感染症対

策として、９月いっぱいまで１品減らして提供していますが、１０月からは１

品増やす予定です。 

 

△閉会 

◎教育長 以上をもちまして、令和２年８月定例教育委員会を閉会いたします。 

次回の定例会は、９月２４日午後１時３０分から、羽島市教育センター２階研

修室で行いますので、よろしくお願いいたします。 

ありがとうございました。 

 

【午後３時２０分 閉会】  
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       会議の大要を記載して、相違ないことを証するためここに署名する。 

 

教育長   森   嘉 長 

           

委 員   今井田 眞千子 


